ーー 
AA 


\/ SN \ 
/ パ 


/ 


ぞ ~ ー ィ ーー) へ Q 


1 
NeU 
ODN i 

/ 朋 | / 故 


Y み 


コー アデ 
つて 何 


胃 に は さま ざま なせ 栖 了 び あり ます が 、 ど ん ね 導 で も で さき さる シ つ は は と ん ど 区 じ で 、 大 きく 3 四 に 分 けら れ ま すず 。 
* 硬 点 剛士 が | っ 三 り あっ て で きる シワ 

* カカ が 間 わ る こと で で きる シワ 

* 重力 に 立っ て 下 万 和信 に で きる シワ 

この つ を 重 穫 する こと で 、 シ ワザ どこ に で きる の を 理 靖 し や ゃ すく な り ま すず 。 

| つっ 相 り シワ 

重点 た 控 旧 引っ 表 り あっ て で さる シワ で す 。 


Ace 方 貞 か ら カ ザ 短 じ る こと で で き 
る シワ で す 。 


9 気 を つけ た い 箇 所 や お 役立ち ポイ ント の 解説 
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※ シ ワ の で きる 場所 や 素材 に よっ て 


吉 ご 革 実例 編 


12 妊 人 ルフ の 計 か か り ます 。 し て みて くだ さい 。 


は 

ブラ ウス と スカ ー ト ど 人 お 
ら も ハリ ザ 痢 も 系 笠 だ 
が 、 ブ ウ つ ス の 方 が 村人 
人 が, し vD で スカ ー ト より 


シワ の ポイ ント を 解説 ポー ズ に よる シワ の で き 方 の 違い や 服 の 特徴 を チェ ッ ク 


実践 例 や 写真 を 参考 に 実際 に 描い て み ま し ょ う 。 


9 
二 に 抄 い て 靖 疾 し て ル ま し ょ う 。 


区 の 表 や ポー ズ で す 。 
刊 っ 旧 の ルプ 、 前 ルプ 、 手 ち セ ン つ の 生ま 入っ て いま すず す 。 
の ざる 


博す 和久 『 


| 


すし っ で と ャ つの の 6 せ で 莉 し m し で レプ WN れ 六 半 者 し りつ と 研 華 し て ます は 
LU て お ます 。 きき 俸 義 - 生 二 条 圭 用 て あま し ょ う 


13 ダ 7 


例 線画 一 シワ ー 影 の 順番 で 描き 方 の 例 が 載っ て いま す 。 実際 に 摺 き 込ん で 練習 し て み ま し ょ う 。 
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布 タ イプ 
・ 硬め 
・ ハ リ が ある 
・ 軽い 


ナニ エミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミネ ミミ ミミ ミト ネネ ミミ ミネ オミ ミミ ミミ ネネ ミミ ミミ ミミ ネネ ミミ ミネ ミネ ミミ ネネ ミネ ミミ ミミ ネネ ミミ ミミ ミミ 】 
ボ 
貼 


特 和 " 
: 切り 返し の よう な 引っ か か る 
: 部 分 が な い の で シワ が で き に : 


お 尻 の 接点 に 向かっ て 
引っ 張り シワ が で きる 


ここ は 引っ 張る 場所 が な い の で 、 


寄せ シワ と 引っ 張り シワ の 
お 尻 の 接点 か ら の 落ち シワ 


組み 合わ せ 
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腕 の 丸み を 意識 し て 、 由 側 へ 
回 り 込 お よう な イメ ー ジ で 


お 大 部 分 は 張っ て いる の 話 要 有 
で 、 影 を 少な くし て いる 庄 全 | 
Pu 上 P 


切り 返し が な いい ワンピース は 
シワ が で き に くい 


八 


さら っ と し た 素材 感 を 
出す た め に 影 は 少な め 
に し て いる 。 


ョ ン ハ 西谷 は りり "SO 党 謀 源 ひ 9 は 9 こ 


の HH 人 て で は ざけ は 証 fi 人 HIT は りお で 還 音 


や ws 
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釣 か ら の 落ち シワ 


写真 で は か な り 薄 い シ ワ だ 
が 、 全 体 の シワ が 少な い の 
で 実線 で し っ か り と し た シ 
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エエ エネ ミミ ミミ ネネ ミミ スミ ネス スス SE 


| 厚手 で 柔らか い 素材 は ふっ くら 
: し た シワ が で きる 。 | 


ネネ ネネ スミ ネネ ネネ ミミ ネネ ネネ ミミ まえ まえ スネ スネ ミネ ミネ ネネ ネス ネネ ネネ スネオ よ え ええ えま よ ま えま: 


ふっ くら と し た 寄せ シワ が で きる 


伸 編 性 の ある 素材 


ゆっ た り し た デザ イン な の で 、 目 立つ シワ は 少な い 


の (ご 加 は 獣 誰 へり S 昔 避 


rri@ の さと パ 劉 諸 対 寺 ae GSU/ 誰 パ 届 画 り みす と は 旬間 日 8 び ば ざ び 
は へ MS 音 と ン 光 さと せ 滞 のど と さと 羽 寺 と 党 と W 男 ft と fT 郊 午 過 温 彰 


柔らか い 素 材 な の 
で 、 活 っ くら し た 
シワ が で きる 


伸 編 性 が ある の で 、 引 っ 張ら れ て も 
キツ そう な 印象 に な ら な い 


手 の 接点 に シワ が 集まる 。 直線 より 少し 曲線 的 
に 播 く と 体 を すね っ て いる 印象 に な る 。 
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Column 


スカ ー ト 比較 


本 書 で 登場 し た スカ ー ト を 分 布 図 に し た も の で す 。 
縦 軸 は スカ ー ト の 丈 、 横 軸 は 素材 の 柔らか さ で す 。 ⑮ 


ミニ スカ ー ト (…p.90) 


ギャ ザー スカ ー ト (一 p.99) 


曲線 的 


チュ ー ル スカ ー ト (一 p.96) 


(92 フィ ッシュ テー ルス カー ト (一 p.98) 
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こい 
いび 


(セー ラー 服 ・ ぎ 一 p42) 


フレ アス カー ト (p.84) 


制服 の ブリ ー ツ スカ ー ト 


タイ トス カー ト (一 p.88) 


プ デ 


直線 的 


10/ 


| LeSSOnS 


05 


布 タ イプ 
まな バッ ツウ 

・ 人 硬め 

・ 八 リ が ある 

・ 体 に フィ ッ ト す る 


サマ ー ニ ッ ト 
・ 和 柔らかい 


OSIIAIGAGEIALKE は KAIIAASSAAAAAAAAAALAAAASAAAALLLLASLLLLLL ら 2 


ae 
細か い シ ワ が で きる 。 | 


HELLTLIIHEEEELEEE は IALLE は AALAALLSASAALSLALSSSSISSLASLLLLLLSSLLLLLS2LLLLLSS 


Jr) 主 JTS 請 融 


 ( 品 


り ば 品 ji 


N 


の 作 和 はり ざ 


ot 任 生 に よる スポ ン の シワ の で き 方 の 違い 


男性 と 女性 で は 骨盤 の 形 が 異 
な る た め 、 腰 まわ り の シワ の 
で き 方 に 違い が で ます 。 
女性 の 骨盤 は 広く 高い の で V 
字 に シワ が で きま す 。 ま た 骨 
能 が 傾い て いる の で 、 シ ワ の 
起点 が 腰 の 上 部 に な る た め 、 
股下 の シワ が 短く な り ま す 。 
男性 の 骨盤 は 傾き も な く 、 ま っ 
すぐ つい て いる の で 、 起 点 が 
服 の 中 心 に な る た め 、 シ ワ が 
放射 線 状 に で きま す 。 


108 


/ 


M 


体 を びす ね っ て いる の で 、 後 ろ へ の 
回 り 込 み を し っ か り 意 識 す る 


ご 放 計 
SM 
⑯) 


頭 部 の 影 
』 ーー 
顔 まわ り の 影 が 多い 
体 に フィ ッ ト し た 素材 の で 、 胸 元 の 影 を 少 
し 減ら し て 調整 


太もも 部 分 で 引っ 張ら 
れる た め 、 股 部 分 の 縫 
い 目 か ら 引 っ 張り シワ 
が で きる 


ー 膝 を 曲げ る こと で シワ が 
で きる 


ゴー 体 に フィ ッ ト し て いる 部 
分 は シワ が で き に くい 


ゴー 一 少し 綴 く な る 定 首 に シワ 
が 少し で きる 


ー ーー ンー 
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| クロ ッ プ ド バ ン ツ 回 畑 誠 


クロ ッ プ ド バ パン ツ 
・ 和 柔らか い 
・ 八 リ が ある 


フリ ルプ ブラ ウス 
・ 柔らか い 


シワ と は 別に フリ ル の 叫 | 
| 凸 を 意識 する 。 | 


エエ エネ スエ ネネ ネネ ネネ スネ エミ ミネ ミネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ オス ネネ ミネ ネネ ネネ ミミ ミミ よ ネ ネス ネネ ネネ よ まえ 】 
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ウエ スト の 接点 か ら 
胸 の 接点 に 引っ 張り 


た まり 部 分 は 丸み の 
ある シワ を 入れ る 


股上 が 深い デザ イン 
股上 が 深い の で 腰 回 り に シワ が で きやすい 


奥 に ある 影 


、 有 めき 


# 
『 
# 
ま 
ォ ボ 
Z 
アス 


附 // 


複 秦 な 形 の 影 は 、 バ ラ 
バラ に し て 考え る と わ 
か りや すい 。 


シワ の 立体 影 
左足 の 立体 影 


1 


布 タ イプ 
ショ ー ト バ パンツ 
・ 人 硬め 

・ 八 リ が ある 


コネ スネ ネス ネネ ミミ ネネ ネネ ミミ ミネ ネネ ネト ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ ネネ ネネ ネネ ネネ スネ ああ ある まえ 32MSLSSSSL2 


: ショ ー ト パン ツ は 細か い 引 っ : 
: 張り シワ 、 パ ー カ ー は ふっ く : 
: らし た 大 きめ の シワ が で き や 


1 
・ 
4 
ロ 
ピロ 
則 
貼 
・ 
ロ 
ピロ 
ピロ 


ボ ロ 
エエ オネエ ネエ エエ ネオ ネネ ネエ ネネ ネネ ネネ ネネ ミミ ネオ ミネ ネネ スネ ネス ネネ エミ ま よ ネネ ミネ ネエ ネネ ネネ ネス ネネ ネネ スネ ネネ ネネ スネ メ えた 】 


ショ ー ト バン ツ は ぴっ た 
り フ ィ ッ ト す る た め 、 細 
か い 引 っ 張り シワ が 多く 
で きる 
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デ 


2 U の 


) 


書 め 掛け の バッ ク で 押さ 
れ 寄 せ シ ワ が で き て いる 


ワー ド の シ ウ 


引っ 張っ て いる の で 
シワ が で き に くい 


と 2 


力 


釣 の 下 に で きる 影 。 上 トト 
関係 を 明確 に する た め に 
入れ た ウソ 影 


@ の は "0U は ば 可 ri 遼 


ズ ー\」 


③ き 対 ご と 8S 


の 
臣 . 人 9 の どり 党 百 悦 | は 当 


の 人 洒 半 は と 屋 骨 Tr の ひさ 


デ 財 中 ご ゆ 作 U 
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状 下 全 波 中 こつ M 
だ さて の 1 1E い -、 


記 


いか HK て 6 の た か て 人 G 忌 はじ 也 Rem 0 感 〇 人 ハ 届 


ーー 


Ns 
ふ 
まま 


ポケ ッ ト に 手 を 入れ て いる 部 分 に 力 が 


加わ り 寄 せ シ ワ に な る 
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の ご さと 語 民 古寺 


- 立体 時 


立体 影 


( 


奥 側 の 影 、 前 後 関係 を 明確 
に する た め に 奥 側 は 徐 り つ 
ぶす 。 立 体感 を 出す た め に 
フチ に 反射 光 を 入れ て いる 


イス に 座っ た と き の シ ワ の 形 


足 の 開き 方 で 、 股 か ら 
太もも へ の 引っ 張り シ 
ワ の 形 が 変化 する 


寄せ シワ に な る 


ポケ ッ ト 側 か ら 力 が 加わ り 、 
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Column 
バン ツ 比 較 
本 書 で 登場 し た パン ツ (ボトム ス ) を 分 布 図 に し た も 


の で す 。 答 


縦 軸 は バン ツ の 丈 、 横 軸 は 素材 の 柔らか さ で す 。 


短パン (一 p.1124) 


スエ ッ ト (一 p.16) \ 


クロ ッ プ ド バ パンツ (…p.110) 


パジャマ (…p.128) 


116 


に 


トバ ン ツ (一 p.115) 


ショ ー 


制服 の ズボン (一 p.7 の ) 


デニ ム パ ン ツ (一 p.108) 
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民 - 証 還 較 ォ 
Lessons 関 還 ー 】 gm レー 
cz 


。 凌 寺 
『 
2 


オミ ミネ ミネ ミネ ミ ミミ トミ ミミ ミミ ミミ ネネ ミネ ミネ ネネ ネネ ミミ ミネ ネネ ミミ ミミ ミネ ミミ ミミ ミネ ネネ ミミ ミネ ミミ ミネ ネネ ミ まま まま まま ま 」 


NN やや や WP や や NN や PV リリ 


ボタン か ら の 引っ 張り 
シワ が 落ち シワ に 夜 化 
し て いる 
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服 に シワ が 少な い の で 、 
的 の 下 の よ うに 目立つ 
影 の み 入れ て いる 


ウエ スト の ベル ト に 向かっ て シワ が で きる 


シワ に 沿っ て 立体 能 を 入れ る 


oe ホ ボタン の 開閉 に よる シワ の で き 方 の 違い 


の 作 は りり ざ 詩 度 戸 草 避 . 比 苦 剖 QOI 容 計 ー ス 時 


ン ハ 作 人 ば ロマ GO へ ざと は ざさ 民 の gd 洋 古 . 牙 舌 の は S 付 当 
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布 タ イプ 
・ 硬め 
・ や や ハリ が ある 


HHTJTHTESIEEGE は SI は 3 は 33 まま まう まさ うま よう ま まま る すま よ ま よる まま まま まま まま まま まう まう まま れる まま まま まま よ すま まま よさ たま 
* 


ゴイ バ ジタル ルル スト 


シワ の で き 方 は デニ ム の ジー ン 
「 ズ や ショ ー ト バン ツ と 同じ 。 | 


TOTTTTTTTIEEHEEEEEIIILEEHEIHILLIILILILLHIEILA は LSEIIIILA は ES3HLLLELLLLI は は は さよ まま よさ よう | 


手 で 押さ えら れ て 
科 が 上 が る 


シン ワ に 沿っ て 影 を 入れ 
て 立体 感 を 出す 
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己 の 立体 影 は 極力 人 れず 、 肝 
の み に 立 体 叉 を 入れ 、 影 を 入 
れ す ぎ な いよ うに し て いる 


腕 の シワ が 細か い の で 、 
体 の 影 は 少な め に し て 
バラ ンス を と っ て いる 


薄手 の 柔らか い 素材 。 細 か い シ 
「 ワ が で きやすい 。 


12 1 


N 
N 
N 


布 タ イプ 
・ 柔 ら か め 
・ ハ ハリ が ある 


まま まま まま う まま まま すま まま まま ミネ まま まま まま まま よ ま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま る まま まま るる ま まま まま まま も まもる まま まま も まま まま よ ま まま 


| 特徴 | 
革 は 細か い シ ワ が で きやすい 素材 : 
: で す が 、 ピ ッ タ リサ イズ の 場合 な ど : 
は 引っ 張ら れ シ ワ が 少な く な る 。  : 


* 
エエ ミエ エエ エミ ネス SGSESS2A222A22432E2E2222LESSSSSSSSSS 


RA 


ギザ ギザ の 影 が で きる 
の が 準 ジャ ン の 特徴 


細か い 島 影 で 引っ 張り ーーー 
| シワ を 表現 
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布 タ イプ 
ダウ ンコ ー ト 
・ 軽 い 

・ 中 に 羽毛 が 詰まっ て いる 


ミコ ミミ ネト ミミ ミミ ミネ ミト まま ミミ ミネ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ネネ ミ ミミ ミミ ミネ ミミ まま まま ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミス ミミ まま まま まま すま 


特徴 ( 
っ つく らし て いる の で 、 シ ワ は | 
| で き に くい 。 「 


細か が か い シワ を 入れ る こと で 、 
ふく ら み を 表現 


シワ と 同様 に 、 継 ぎ 目 に 
細か い 能 を 入れ る 
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布 タ イプ 
ポロ シャ ツ 


布 を 半分 に 折っ て 首 を 通す 穴 を あ 
、 け た よう な 独特 な 形 を し て いる 。 


布 が 多い の で 薄い 生地 で も 寄せ 
シワ に ボリューム が 出る 
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の ひ ぐ ⑨ 五 VNUT 病 
中 OPT ご 党 は 白 端 


サテ 


スバ マイ 


コ 


し 


指 で つま ん で いる 接点 を 中 心 
に さま ざま な 接点 と 引っ張 り 
合っ て シワ が で きる 


シワ に 合わ せ て 影 を 入れ る 


提 側 は 影 に な る 


ポン チョ の ふく ぐ くらみ で 
三角 の 影 が で きる 


袖 の 布 が 多い の で 腕 の まわ り に 


ヽ 、 シワ が で きやすい 。 


絆 い 力 が 加わ っ た 寄せ 
シワ と 落ち シワ の 組み 
合わ せ 


下る ろ し た と き に 腕 に 当たる 
部 分 は シワ に な りや すい 


ニニ 


手 を 広げ る と 1 枚 の 布 を 半分 に 
折っ つた よう な デザ イン 。 


も ココ 
Yo いい ディ 


ー 
本 | 
Trrryrmm 相 


の る 
AA ス ミス イイ テテ mm た 
EE まま まま 。 


裾 に 波 型 の シワ 
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ドミ ミネ ミネ ネネ ミネ ミネ ミネ ネネ ミミ ネネ ネネ スネ まま える SSSLSSASSESDDDSSSSESSSS 
昌 


ゆっ た り と し た 柔らか い 生 地 な 
|: の で シワ が 多く で きる 。 | 


ヒザ の 接点 か ら 裾 に 向かっ 
て で きる 落ち シワ 


裾 の 形 に 合わ せ て シワ 
を 入れ る と 目 然 に な る /\ 
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腕 を 上 げ で いる の で 、 ボ タン 
の 引っ 張り も 上 方 向 に な る 


腕 を 上 げ る こと で 、 ワ キ の 
引っ 張り シワ が で きる 。 さら 【! 。 
に 柔らか い 素材 な の で た る ん アメ 
だ シワ が で きる 


シワ に 沿っ た 影 を 
し っ か り と 入れ る 


ot いし 揚 の 形 に 合わ せ て シワ を 入れ る 


裾 や 袖口 、 フ リル の シワ を 描く 際 は 裾 ( 布 の 端 ) の 形状 に 合わ せ て シワ を 入れ る と 
自然 な 印象 に な り ま す 。 


3 市 が 折 り 返 され て いる 部 
分 や 、 布 の 流れ に 合っ た 部 
』 分 に シワ を 入れ る と 自然 。 


脚 で 隠れ る 部 分 は 大 き 
な 影 を 入れ る 


少し ズレ て いる だ け で も 、 
や や 違和感 が あり ます 。 
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Column 
2 人 の ポー ズ 


二 人 が 絡む 場合 、 相 手 と 接触 する 部 分 に シワ が で き 、 
一 人 の と き と は また 違っ た シワ が で きま す 。 


YNL 
EE 1 いま 
が wait すき NN い NT で て 


ま 8 ンク きき きき wt 人 
1 すい 、 


IN 
も っ る る すき きき い ささ ss 
まぁ ド イィ そ で すき SN ks'1 し 
TS Lessf 生 お P 

すす すす 二 生 い い / キ ャ タ オイ 
すす サ イオ オイ まい で 4 
ぎ テー le 

そそ すす イー さき イル 。 

キキ サオ イラ オイ KU ュ すし / 
お 。。 アレ 

っ プア アコ スミ まま 。 

の の 末 


。 メ 本 


抱き つい た 腕 が 接点 に な り 、 お 用 周り に シワ が で きる 。 


| まま まま = 

だま 8 
# 
すま # 導 


日 


の の 32 お デス 
まま ゴー チョ イー テー で で すす みず すず すず デー ブナ イ で する すか 
スス ミオ スニ すす ず すず ず - E 
オオ オガ お 


ff すす 1 1 


| 下さ _。、 
し だ まきまき. 


オオ が ザ デザ ーーー 丘 

オガ ダ ガガガ デオ ゴーゴ し まき ゴメ 。 
オオ メオ オリ リオ メメ 2 メス IE さき IM 
イイ イイ イイ イー コア オオ ず すず すず すず すず すず か おき 邊 


(すず すすみ ァ ァ ッ 。 
LE IEEEIIHEIEI 
EE す eg」 


、 電 記 、 


1 すす 11 す 1 すす れい っ と ゃ くさ ガケ 
TRY03 す の 


* る 4 まま + い ( 
duJJIIIIIITP 4 
JJIIIIIIIIITT に ンズ 


AITTTTTTTTTTt 
MIIIIIITTITTP 
AIIIIIIETTTT で 
IIIIIIIIT 
II 


13 
* マ すい ょ 


) 
すす すす すす ++4 
まり 
* * 員 本 本 すす で すす る も ます する まる 
- ET 
MM * 村 ま 
hs 


を ます ミミ まえ 
ff すす 4444441. は は 111 に 


相手 の 手 が 接点 に な る の で 、 シ ワ の で き 方 に 違い が で る 。 
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基本 の 立ち ポー ズ で す 。 
引っ 張り シワ 、 寄 せ シ ワ 、 沙 ち シ ワ の 基本 が 入っ つて いま す 。 


昭 愛 ) 


まず は 、 体 と 服 の 接点 を し っ か り と シワ の 基本 を 思い 出し て シワ を 入れ 光源 を し っ か り と 意識 し て 、 ま ず は 
見 極め ます 。 て み ま す 。 立体 影 落 ち 影 を 入れ て み ま し ょ う 。 
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Lessons | に 邊 


服 に は さま ざま な 種類 が あり ます が 、 ど ん な 服 で も で きる シワ は ほとん ど 同 じ で 、 大 きく 3 種類 に 分 けら れ ま す 。 
接点 同士 が 引っ 張り あっ て で きる シワ 

W 力 が 加わ る こと で で きる シワ 

共 重力 に 従っ て 下方 向 に で きる シワ 

この 3 つ を 意識 する こと で 、 シ ワ が どこ に で きる の か を 理解 し や すく な り ま す 。 


引 つ 張り シワ 
接点 と 接点 が 引っ 張り あっ て で きる シワ で す 。 


た 


寄せ シワ 
ヒジ や ヒザ な どの 関節 部 分 の よう に 、 多 方 向 か ら 力 が 加わ る こと で で き 


る シワ で す 。 
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5 上 | 1 
国貞 ささ eo)a ト 信 m 


Lessons0 1] で は どの よう な シワ が ある の か を 解説 し まし 
た 。 で は その シワ は 服 を 着 た と き に どこ に で きる の か を 考え 
て み ま し ょ よう 。 


正面 


Point(1 2 
接点 を 見 つけ よう | / 


@ 作 人 は ば 人 は 弄 
ご ざ び 芝 は 二 避 rr の さき 壮 評 せ コロ 


Point(2 
つ 折っ た り 曲 げた り 
| と 、 力 が 加わ る 場 
\、 | 所 を 見 つけ よう 


Point(3 
6 点 以上 の 接点 で ! 
引っ 張ら れる 場所 | 
を 見 つけ よう 


Point(4 

] 接点 か ら 重 力 で 下 | 腕 の 影 ら み に 接する 部 分 に 

Point(5 ' | に 落ち る 部 分 を 見 シワ が で きる 。 和 柔らかく 

シワ が た まり や すい ェ 。 二 「 つけ よう フィ ッ ト し て いる 系 材 は シ 
場所 を 見 つけ よう 1 フ が で きやすい 
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胸 に 引っ 張ら れる こと で 
「 く の 宇 」 に 曲がり シワ で 
きる 。 胸 が な い 場 合 に は 
スト ン と 落ち る 


太もも か ら ス ネ の 中 心 線 が S 字 に 
な っ て いる の で 、 曲 線 部 分 に 引っ 
か か り シ ワ が で き 、 さ ら に 関節 部 
分 に 寄せ シワ が で き て いる 


落ち シワ が 足 に 接し て シワ が た まる 
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シワ の で きやすい 場所 が わか っ た と ころ で 、 シ ワ の 考え 方 を 
解説 し て いき ます 。 


妃 が 加わ る 部 分 を 見 極め る 


シワ を 描く と き に まず は 「 ヒ ジ 」 や 「 ヒ ザ 」 な どの 関節 部 分 が わか りや すい 
で すね 。 

曲げ る こと で 力 が 加わ る の で 、 寄 せ シ ワ が で きま す 。 同じ よう に 股関節 や 
脇 な ど 力 が 加わ る 場所 に は 寄せ シワ を 入れ まし ょ う 。 


接点 を 見 極め る 


引っ 張り シワ は 接点 と 接点 が 引っ 張ら れる こと で で きる シワ で す 。 落ち シ 
ワ も 接点 か ら 落 ち て で きる シワ な の で 、 服 と 体 の 接点 を 見 極め まし ょ う 。 

服 の 下 の ボ ディ ライ ン を し っ か り 意 識 す る こと で 、 体 と 服 の 接点 (また は 
接し て いる 面 ) が 見 えて きま す 。 


ーー 


市 が 重力 に よっ て 垂れ 下がる こと で 、 服 と 体 の 間 に 空 間 が で きま す 。 
ゆっ た り と し た 大 きめ の 服 な ら ば 空間 を 大 きく 、 ビ ピッタ リ と し た 服 な 
ら ば ボディ ライ ン に 外 落 する の で 空間 が 狭く な り ま す 。 

まず は どん な 服 を 着せ た い の か を 考え て みる と 良い で し ょ う 。 
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ふも で | 和 ー ミ ー- mg " ず キー ー gp 4 
ey = 一 とこ コ レー 由 ェ < プ | 〆 つ レ ン 一 る アー 
_ まま 和 まず て ょ 


まう も L # ぉ ゃ も nn ニテ 


接点 に 重力 を プラ ス し て 考え ます 。 

1 枚 の 布 を 1 点 で と め た 場合 と ら 点 で と め た 場合 、 ら 点 の 高 さ が 異な る 場 
合 を 見 て み ま し ょ う 。 そ れ ぞ れ で きる シワ の 形 が 違う の が わか り ま す 。 
この よう に シワ は 1 つの 形 で 独立 し て いる の で は な く 、 シ ワ 同 士 が くっ つ 
いた り 変 化し た り と 互い に 影響 し 合っ て いる の で す 。 


に ーー も と の 布 サ イズ 1 
編 


| も と の 市 サ イズ 


人 ] 点 で と め た 場合 
] 点 の 接点 か ら 重力 に よっ て で きる 落ち シワ で す 。 


ふら 点 で と め た 場合 
6 点 の 接点 同士 が 引っ 張り 合っ て で きる 引っ 張り シワ に 、 重 力 
が か か り 落 ち シ ワ が で き て いま す 。 


4 2 点 の 高 さ が 異 な る 場合 
接点 の 高 さ が 異な る 場合 は シワ の で き 方 に も 違い が あり ます 。 
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フリ ル の よう に 、 自 然 に で きる シワ 以外 に も 注目 し な が ら シ 
ワ 影 を 入れ て み ま し ょ う 。 
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実際 に 描い て 練習 し て み ま し ょ よう 。 


座り ポー ズ は 関節 部 分 の シワ が 多く な 
り 、 複 雑 に な り ま す が 、 基 本 を 思い 出し 
な が ら 描 いて み ま し ょ う 。 


(Q 


所 いて 練習 し て み ま し ょ 


に 


実際 | 
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p36 の 影 の で き 方 を 参考 
面 (凹凸 ) を 意識 し て 影 
を 入れ て み ま し ょ う 。 


に ヽ 
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く ほ 


オス カー プロ モー ショ ン 所 属 。 
1888 年 5 月 1 日 生ま れ 

特技 : 楽器 (バリ トン サッ クス )、 
魚 を 綺麗 に 食べ る こと 


の 。 ろ まま 
野 蜂 傘 馬 香 
オス カー プロ モー ショ ン 所 属 。 


1886 年 6 月 10 日 生ま れ 
特技 : 器械 体操 、 映 画 製作 、 ド ラム 、 ピ アノ 


た 2 あゆ む 
田辺 歩 


アス タリ スク 所 属 。 

1884 年 6 月 30 日 生ま れ 

映画 「 ビ ピー チ ガ ー ル 」、 ド ラマ 「 ブ ラン ケッ ト ・ 
キャ ッ ツ 」 「 奥 様 は 、 取 り 扱い 注意 ] な ど に 出演 
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面 - い て て e】 ョ に 


の 73 、 と め る 
ae 7/ N 布 を と め る ボタ ン か ら シ ワ が 発生 し ます 。 
具体 的 な シワ を 見 て み ま し ょ う 。 引っ 張ら れる 方 向 に よっ て シワ の 伸び 方 が 

変化 し ます 。 
生れ 下がる 
入 の よう に 浮い た 玉 に 布 が か 


か っ て いる と ころ を 想像 し て 
みて くだ さい 。 玉 の 上 部 は 布 
と 密着 し 形 が わか り ま す が 、 
下部 は 布 が その まま 重力 に し 
た が っ て 垂れ 下がり 玉 と 密着 
する こと は あり ませ ん 。 つ ま 
り 玉 の シル エッ ト が 隠さ れ て 


放 


し まい ます 。 
これ は 先ほど の 女性 の 胸部 分 
も 同じ 考え 方 が で きま す 。 接 た まる 
点 で ある 胸 の 上 部 は 形 が わか 裾 や 袖口 な どの 生地 の 下部 が 締まっ て い 
り ま す が 、 胸 の 下 側 は 垂れ 下 る 場合 、 重 力 に よる シワ の 逃げ 場所 が な 
が っ た 布 で ボディ ライ ン が 隠 く な り 、 た まり シワ が で きま す 。 
れ て し まい ます 。 
の よう に 体 に 密着 する ピッ 
タリ と し た 布 の 場合 は 、 全 体 
が 密着 する た め 玉 の 下部 の シ 
ル エ ッ ト も わか り ま す 。 
描き た い 服 が どの よう な 素材 
な の か を 意識 する こと で シワ 
の 形 も 変化 し ます 。 
重なる 
引 つ 張り 合う 


生地 が 重なり 合う 場合 に は この よう に 「 だ 点 
つき 」 が で きま す 。 「 た まる 」 より も 重なり 合 
う 感じ を 出す と それ らし く 描 け ま す 。 


引っ 張る 力 が 強い 場合 ピン と 張っ た シワ が で き 、 力 が 弱 
い 場 合 は 重力 に よっ て 垂れ 下がっ た シワ が で きま す 。 
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サー ナー す ) 
で 


シワ が 引っ 張ら れる こと に より 、 折 り た た 
まれ た よう な シワ が で きま す 。 


折り た た まれ た 形 の シワ が 上 下 に で きる こと 
で 、 ひ し 形 の よう に 見 えて いま す 。 
フィ ッ ト し て いる 服 に で きやすい シワ で す 。 


曲 け る 
関節 な ど を 曲げ る こと に より 、 引 っ 張り や 
た た み の シ ワ が 組み 合わ さっ て で きま す 。 


ひる が える 
風 が 吹い た と き な ど 服 が 同じ 方 向 に ひる が えり で きる シワ で す 。 
裾 の ライ ン を 8 字 に する と 自然 な 動き が 出 ま す 。 
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>、 守 と ーーー- きい EE と 
h ま ャ ) 導 9 # / グ ” w 叶 9 
ン り リプ / \ eo プ 


ーー 
! リ 自 " 寺 ン 
Lu ば | 
に ャ ン 4 | アデ 


落ち シワ の 基本 的 な 形 で す 。 
接点 か ら 下 方 向 に 向かっ て で きる シ 
ワ の 形 で す 。 


so 寄せ サシ ワ に よく 見 られ る 形 の シワ で 


す 。 
| 布 が 重なっ て で きる シワ が 「 人 」 と 
| 


いう 字 の よう な 形 を し て いま す 。 


落ち シワ に 見 られ る 形 の シワ で す 。 
布 が た る ん で 重なる こと で 、 小 文字 
の 「y」 の よう な 形 を し て いま す 。 


の 人 
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Nav _- 


引っ 張り シワ の 基本 的 な 形 で す 。 接 
点 同士 が 引っ 張ら れ て で きる シワ の 
形 で す 。 


[ 寄せ シワ や 落ち シワ が 組み 合わ さっ た 
レア ニテ と き に ひし 形 の よう な 形 に な り ま す 。 


テー で 


ー ン 
光 ) 
布 が 折り た た まれ た よう な 形 に な る 
ーー ジ シワ で す 。 
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流 弄 


スカ ー ト の 裾 の よう に 生地 が な び ぴい て いる と き に で 
きやすい シワ で す 。 
フリ ル に も 波 型 の シワ が で きま す 。 


アル ファ ベッ ト 型 
po20 の 「 人 型 」 「y 型 」 に 似 て いま す が 、 主 に 腕 や 脚 な どの 関節 (曲げ る 部 分 ) に で きる 引っ 張り シワ の バタ ー ン で す 。 


Z 型 (N 型 ) 


組み 合わ せ 例 
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。 


さま ざま な シワ の 形 を 紹介 し て きま し た が 、 


Py? 
い 
や 
慌 
い 
の 


実際 に どん な シワ が 描か れ て いる の か を 見 つけ て み ま し ょ う 。 
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emm 素材 感 を 描き 分 ける 


布 の 素材 感 を 決め る ポイ ント は 、 布 の 流れ を 決め る 「 フ ロウ 」 
と 角 の 硬 さ を 表現 する 「 テ ンション 」 の ら つ で す 。 
いき な り 「 フ ロウ 」 と 「 テ ンション 」 と 言わ れ て も 、 わ か り に 


くい と 思い ます 。 で は 下 の 図 を 見 て くだ さい 。6 つ の 波線 が 
描か れ て いま す が 、 柔 ら か いと 感じ る 順番 に 並び 替え て みて 
くだ さい 。 


中 一 上 一身 DD 一 目 一 上 の 順に 柔らか いと 感じ ませ ん 
か ? で は 何故 その 順番 に 柔らか く 見 える の で し ょ うか ? 
ポイ ント は 先ほど 出 て きた 「 フ ロウ 」 と 「 テ ンション 」 が 
関係 し て きま す 。 


フロ ウ 
フロ ウ と は 流れ の こと で 線 の S 字 が な め ら か な ほど 柔らか く 見 えま 
す 。 


と は 上 緊張 の こと で す が 、 本 書 で は 角 (折れ 目 ) の こと を 指 


い “ 


レン オン 
し て い 
デ テン: 


ショ ン が 強い (突っ て いる ) ほど 硬く 見 えま す 。 


人 体 や 服 を 描く 場合 、 た くさ ん の ら 字 が 存在 し ます 。 こ 
の 8S 字 の 中 の フロ ウ と テン ショ ン を 上 手 く 描き 分 ける こ 
と で 布 の 人 硬 さ を 表現 する こと が で きる の で す 。 
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上 F の 線 に は テン ショ ン が ほぼ な く 、 フ ロウ も な め ら か な た め 
線 が 柔らか い 印 象 を 与え ます 。 


ヒ 


選 の 線 は S 字 の フロ ウ が な く 、 テ ンション も 強い た め 硬 い 印 
象 を 与え ます 。 


フロ ウ と テン ショ ン に 注目 し て 具体 的 な 服 
の シワ を 見 て み ま し ょ う 。 IA と 上 で は ど ち 
ら が 人 硬く 、 ど ちら が 柔らか く 見 えま すか ? 
IA は カッ ター シャ ツ の よう な バ パリッ と し た 
印象 、I は セー ター の よう な 柔らか い 印 象 
を 感じ る と 思い ます 。 

フロ ウ と テン ショ ン を 摺 き 分 ける こと で 素 
材 感 を 表現 する こと が で きま す 。 そ れ ぞ れ 
の 違い を 解説 し て いき ます 。 


表 い 


直線 的 / 


フロ ウ は や や 直線 的 


き 婦 じゅ V 和 軸 


4. ず 
HI | 衣 」 2 


重 さ は た る み を 使っ て 描き 分 け ま す 。 


た る み が で きやすい 


引っ か か る 部 分 に た 
る み が で きやすい 


_ た る みにくい 


た る み が 小 さい 


が い 
| 曲線 的 7 
テ 
ン 
ーー クン は 
フロ ウ は ら 宇 を め 
意識 し て 曲線 的 
人 
= 
7 上 ソフ 
軽い 
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フィ ッ ト し て いる 


シワ は で き に くく 
細か い シ ワ 


見 て みよ つう 
W 薄手 の 布 
W 硬い 布 
。 薄手 の 布 W フィ ッ ト し て いる 
W 柔らか い 布 
区 フィ ッ ト し て いる 
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フィ ッ ト し て いる 服 は 体 に 密着 し て いる 面 に は あま り シ ワ が で き な い の で す が 、 寄 せ シ ワ は 
生地 の 素材 ( 硬 さ や 伸縮 性 ) に よっ て は 細か い シ ワ が 多く で きま す 。 
シワ が で きる 場所 に よっ て 描き 分 ける と 自然 な ル ワ に な り ま す 。 


ゆっ た り し て いる 


接し て いる 部 分 は シワ が で き に くい 


接点 ( 面 ) と 力 が 加わ る 部 分 に 注目 布 が 計っ つて いる 分 シワ が で きやすい , 


素材 感 の 違い を 


アリ 


ん / 


厚手 の 布 
W 柔らか い 布 
W ゆっ た り し て いる 
W 薄手 の 布 
W 軟らか い 布 
W ゆっ た り し て いる 


Column 
布 の 厚 さ の 表現 


同じ 素材 の 生地 で も 、 厚 さ に よっ て シワ の で き 方 に 違い が あり ます 。 
同じ 力 で 左右 か ら 押 し た と き に で きる シワ の 写真 で す 。 


細い シワ が 多く で きる 太め の シワ が で きる 


同じ 服 で も 新品 と 着 古 し た も の 、 ノ リ つ き の Y シ ャ ツ と 通常 に 洗濯 し た Y シ ャ ツ な ど 条 件 に よっ て も シワ は 変わ っ て いき ます が 、 ま ず は 大 ま か に 


どう いう 素材 の 服 を 着せ た い の か を し つっ か り イ メー ジ す る こと が 大 切 で す 。 


027 


袖口 で 布 の 厚み を 表現 


袖口 に ひと 手間 加え る こと で 、 よ り 布 の 厚み を わか りや すく 表現 で きま す 。 


聞 


と プン 


ここ の 隙間 は 布 の 厚 さ を 表現 し て いま す 。 こ の 隙間 
が 大 きい ほど 厚い 布 の よう に 見 えま す 。 


腕 や 脚 、 胴 体 な ど 人 体 の バー ツ の ほとん ど は 円 柱 形 を し て いま す 。 
服 は 人 の 形 に 沿っ て いる の で 、 シ ワ を 描く と き に も パー ツ が 円 柱 形 


で ある と 意識 する こと が 大 切 で す 。 
腕 を 簡略 化し て み ま し ょ う 。 円 柱 形 を し て 腕 に 置換 えて も 基本 の 考え 方 は 同じ で す 。 し っ か り の 後ろ へ の 回 り 込 み を 意識 する こと 
いま す 。 で 立体 感 の ある シワ が 描け ます 。 


(ot 生 ロ ゃ 首 加 D に 注意 


袖口 や 首 回 り を 描く 際 は 、 回 り 込ん だ と き に ズ 
レ な いよ うに 描く と 良い で し ょ う 。 

見 えな い 裏 側 も つなが っ て いる こと を し っ か り 
と 意識 し まし ょ う 。 


高 さ が そろ っ て いる 
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少し だ け バ パー ス を 意識 する こと で 立体 感 を 
出す こと が で きま す 。 

まず は 右 図 の Al と 旧 を 見 比べ て くだ さい 。 
どちら が 立体 的 に 見 えま すか ? 

旧 の 方 が 立体 的 に 見 えま せん か ? 


上 の Al 回 の 図 を 簡略 化し た も の で す 。 
左右 の 間隔 が 狭まっ て いる だ け で す が 、 回 の 
方 は 円 柱 の よう に 見 えて きま せん か ? 間 易 化 
A B 


で は 何故 BI の 方 が 立体 的 に 見 える の で し ょ うか ? 図 1 の 円 柱 か ら 一 部 分 を 切り 出し て み ま す 。 
切り 出し た 部 分 だ け を 見 る と 奥 に 行く に つれ て 狭く な っ て いる の が わか り ま す 。 パ バー ス は 奥 に 
行く ほど 圧縮 され ます 。 ここ で は 両端 の 間隔 を 狭く する こと で 簡易 的 に 圧縮 を 表現 し て いま す 。 


団 手前 図 | 1 


全 奥 に 行く に つれ て 狭く な っ て 見 える BI 


引 三 


面 は 傾く と 奥行 き が 狭く 見 える の で 、 間 隔 を 狭く する こと で 
奥行 き を 表現 し て いる 手前 
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ジワ の 動き 


ひ むう 腕 や 脚 を 動か し た と き の シ ワ の 動き を 見 て み ま し ょ う 。 接点 や どこ が 引っ 張ら れ て いる か に 注目 し て みて 
くだ さい 。 


腕 を 下ろ し て いる の で 、 重 力 に よる 落ち シワ が で きる 


腕 に 引 つ か か り シ ワ が た まる 


ワキ と 二の腕 の 接点 が 引っ 張ら れ 
横 方 向 に シワ が で きる 


裾 は 内 側 に 入る 


つつ 


肩 部 分 に 力 が 加わ る の で 寄せ シワ が で きる 
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N 


[3| よ り 細 か い 寄 せ シ ワ 


3].[4].[5! の 肩 の シワ を 比較 
する と 力 の 入り 方 の 違い が 
わか る 


肩 に 引っ 張ら れ 、 ゆ る や か 
な シワ が で きる 


ググ 


腕 に 引っ 張ら れる の で 
あま り シ ワ が 入ら な い 


腕 が 上 が る こと で 、 胸 部 に 
た る ん だ シワ が で きる 


ワキ か ら の 落ち シワ が で きる 
腕 を 上 げ る と 裾 は 
未 広 が り に な る 


ヒザ の 曲がり が 弱く な る の で 、 
寄せ シワ が 緩やか に な る 


ヒザ か ら ヒ ザ 裏 の 引っ 張り シワ と 脚 を 曲 
」 げた こと で で きる 寄せ シワ の 組み 合わ せ 


接点 が 少な い の で 、 少 し だ 
け 落 ち シ ワ が 入る 程度 


靴 と 接し て いる 部 分 に 力 が 
加わ り シ ワ が で きる 

ヒザ を 曲げ て いる の 
で 、 裾 が 少し 上 が る 
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Column 


立体 感 の ある 線画 で 線画 が 完成 し た あと に 、 線 が 交差 する 部 分 や アゴ の 下 な ど に な ん と な く 黒 ( 墨 
虹 を 表現 する ベタ ) を 入れ る こと は あり ませ ん か ? 
その ひと 手間 加え る こと で グッ と 立体 感 の ある 線画 に 仕上 が り ま す 。 で は 何故 
そこ に 墨 ベ タ を 入れ る の で し ょ うか ? 原理 を 知る こと で より 効率 的 に 立体 感 


ベー ス の 線画 還 を 表現 で きる よう に な り ま す 。 


/ . ン - 』 > 5 ンプ バ M 
// バハ 7 い か \ 
MM \ ーー NT WM 
が / / \N\ NM 、 ヽ > 
の IA 3 いそ を 
アデ wi ( 【 
| アー 81 \ 
、 の 
いい い 』 が 
\1 ! / ん / 
\ い 1! ゾ アプ ル / 4 に 
YAMA! AN ー デー 7 / い 
ーー 、 ci | の 、 レプ イレ イソ 
SL MA いい へ ンー イン と 
ッ ペ 3 VN ペン 
と < \ N 9 ュ _ な 
い \ い mw きい \ い \ ナー \ 
\ 愉 私 で 1 こ M ーー 
( い 2 5 


の ( 
に 4 っ A 首 
りり 才 間 た 。 ああ 移 く き n 青い 部 分 は 影 を 表現 し て いま す が 、 赤 い 部 分 は アゴ 下 の 部 分 
1 包 Ne ャ イモ を 表現 し て いる 。 こ れ は 実際 に は 見 えな い 部 分 だ が 、 ら 次 元 
” ペーー… バ な ら で は の 記号 化し た 表現 


後ろ に な る 部 分 


後ろ に な る 部 分 に ベタ を 入れ る 
こと で 、 前 後 関係 を わか りや す 


く ほ のみ の 部 分 AC 


くぼん で いる 部 分 は 光 が 当 た ら な い の で 影 
に な る 
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落ち 影 
髪 の 下 や ネクタイ の 下 な ど 物体 の 落ち 影 部 分 
に も 少し 入れ る と 立体 感 が 出る 


フチ を 強調 する こと で 、 
人 物 を 際立た せま す 。 


4 極端 に 黒 を 入れ た バタ ー ン 。 あ まり や り 過 ぎ 
る と メ 八 が 強 す ぎる 印象 に な り ま す 。 た だ し 、 
イラ スト の タッ チ や テイ スト に よっ て は 多用 し 
て も 良い で すね 。 
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LeSSOS | 


ンマ ャ プ 1 諾 大 式 ハイ ライ ト 

「 陰 ] と 「 影 ]、 同 じ 「 カ ゲ 」 で す が 実は 違っ た 意味 を 持っ て い ーー 明 部 
ます 。 それぞれ の 違い は 何で し ょ うか 。 こ こ で は 「 陰 」 と 「 影 」 人 IA 

の 違い の 他 に 、 服 の 影 を 描く と き に 重要 な 「 島 影 ] に つい て / | 


も 解説 し て いき ます 。 


際 (立体 影 ) 


情 (立体 影 ) 1 
「 陰 」 は 物体 に 光 が 当 た る と き に 、 隠 れ た 面 に で きる 暗部 の こと で 、 立 休 


感 を 出す た め に 光源 と 逆 側 に 入れ る 影 な ど を 指し ます 。 こ れ を 「 立体 影 」 


と 呼び ます 。 影 (落ち 影 ) 


応 ( 洛 ち 及 ) 
「 影 ] は 物体 に 光 が 当 た っ て で きる 影 の こと で 、 首 下 に で きる 影 や 人 が 立っ 
た と き に 地面 に で きる 影 な ど を 指し ます 。 こ れ を 「 落 ち 影 と 呼び ます 。 


島 影 に 


陰影 は この 立体 彫 と 落ち 影 の ら つ で 構成 され ます が 、 ア ニ メ の 手法 に 「 島 | 
影 ] と いう も の が あり ます 。 こ れ は 線 に 属し て いな い 影 を 差し ます 。 島 の 「 
よう に 浮か ん で いる の で 島 彫 と いう わけ で す 。 こ こ で は この 3 つの 影 を | 
使っ て どう すれ は ば 立体 感 の ある 影 が 作れ る の か を お 話し し て いき ます 。 | 


障 (立体 影 ) 


影 (落ち 影 ) 
この よう に 陰 と 影 の 違い は あり ます が 、 本 書 で は すべ て の カ 
ゲ を 「 影 ] と 表現 し て いま す 。 


島 影 は シワ の 落ち 影 を 表現 し た も の で す 。 
シワ を すべ て 実線 で 描い て し まう と 情報 | 
量 が 多く 、 う る さい 印象 に な っ て し まい 

ます 。 そ こ で 、 実線 の シワ の 代わ り に 影 ! 
だ け 入 れ て 情報 量 を 調整 し て いま す 。 

逆 に シワ が 少な い 場 所 に は 島 影 を いれ 、 


影 (落ち 影 ) 
情報 量 を 増やす こと も で きま す 。 
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Column 
光 と 影 の 話 


記 距離 の 関係 
物体 と の 距離 が 近い ほど 影 は 濃く な り 、 遠 く な る ほど 影 は 薄く 
な り ま す 。 


宗 ( の 表現 
影 の 位置 に よっ て 物体 の 位置 や 、 光 源 の 位 
置 を 表現 する こと が で きま す 。 


夕方 な どの よう に 光源 が 低 
いと き は 影 が 伸び る 


反射 光 

図 の よう に 影 の 中 に 明る く 見 える と ころ が あり ます 。 こ れ は 光 が 床 な 
ど 周 り の 物体 に 反射 し て 起こ る 現象 で す 。 

また 、 光 源 の 位置 に 関わ ら ず 反射 光 は 入り ます が 、 光 を 吸収 する も の 
な ど 周 り の 素材 に よっ て 反射 が 少な い 場合 も あり ます 。 


髪 の 塗 り で 見 か ける 、 影 に 濃い 縁 が つい て いる の は 、 
この 反射 光 を 疑似 的 に 表現 し て いま す 。 
金属 の 表現 に も 活用 され て いま す 。 


影 を 離す と 物体 が 浮い て 
いる よう に 見 える 
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面 - ス て て e】 に 


で は 影 を 入れ て みよ う ! と いっ て も 人 体 に は 複雑 な 凹凸 が ある の で 、 
いき な り は 難し いと 思い ます 。 そ ん な と き は まず 人 体 を 簡略 化し て 考 


えて み ま し ょ よう 。 


Point(1 
頭 や 胸 な どの 物体 
の 下 に な る 場所 を 
見 つけ よう 


な る べく シン ブル な 形 で 人 体 を 表現 し て 
み ま し た 。 ロ ー ポ ボリ ゴン の よう な イメ ー 
ジ で す 。 

簡略 化す る こと で どこ に 立体 影 が で きる 
の か が わか りや すく な り ま し た 。 
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Point(2 


っ 


光源 と 逆 側 に な る 
場所 を 見 つけ よう 


Point(3 


体 の 凹凸 を 意識 
し よう 


TU いい 


素 体 に 落と し 込ん で いき ます 。 入 れる 場 
所 は ロー ポリ ゴン で 確認 し まし ょ う 。 
人 体 の 立体 を 意識 し て 補助 線 ( 赤 線 ) を 
入れ て あげ る と 、 よ り イ メー ジ が わき や 
すく な り ま す 。 


た ニー テーーーーーーー アー ィ 
ss | | 


9 


回 り 込 み を 意識 し て 光源 側 に も 少し だ け 
影 を 入れ る と 、 よ り 立 体感 が 出る 


mw 


た る み シ ワ の 下 に も 影 が で きる 


ニーー ニ ーー 
デ デ この 
ココ 
や 
So pep em の 


デ 
デ 


A 


寄せ シワ に も 影 を 入れ る 


服 を 着せ る と 、 シ ワ の 影 が 増え る の で さら に 複雑 に な り ま す が 、 
基本 の 考え 方 が わか れ ば 、 ど こ に 影 が 入る の か が 見 えて きま す 。 
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は じ め に 


キャ ラク ター を 作る (描く ) に あたっ て 服 は 必要 不可 欠 な 要素 で す 。 
さま ざま な 服 を 「 的 確 ] に 描く に は どの よう な こと が 必要 で し ょ うか が 。 
その 中 で も 重要 な 要素 の 1 つが シワ で す 。 

服 に は 大 小 べ さま ざま な シワ が あり ます 。 実際 の 服 や 写真 を 見 て シワ を 
描く と な る と 、 情 報 が 多く な り ゴ チャ ゴチ ャ し た 印象 に な っ て し まい 
ます が 、 マ ン ガ や イラ スト な どの 絵 で は すべ て の シワ を 描き 込む 必要 
は あり ませ ん 。 実際 に アニ メ 作 品 な ど を 観る と 、 そ ん な に 多く の シワ 
は 描か れ て は いな いよ うに 見 えま す よ ね 。 


本 書 で は た くさ ん の シワ の 情報 の 中 か ら 、 ど の シワ を 描け ば 良い の か 
を 解説 し て いき ます 。 

シワ を 見 栄え 良く 記号 (バタ ー ン ) 化し て 描く 方 法 や 、 実 際 に は 存在 
し な い お 約 束 の バ ター ン を 使っ て 「 も っ と も らし く 」 描く 方 法 な ど 、 
た だ | 適当 ] に 描く の で は な く 「 リ アリ ティ 」 の ある シワ を 描く 方 法 
を 解説 し て いま す 。 

また 、 影 ( 隊 ) を 使っ た シワ の 表現 や 立体 感 の 出し 方 も 解説 し て いま す 。 
シワ と 影 の 指 き 方 は 経験 と 知識 で 必ず 成長 で きま す の で 、 一 緒 に 頑張 つっ 
て いき まし ょ うっ う 。 

この 本 を 手 に と っ て いた だ いた 皆さん に と っ て 、「 シ ワ と 影 ] の 描き 方 
の 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 


2G018 年 9 月 ダテ ナオ ト 
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同じ 要領 で 、 他 方 向 か ら の 光源 で で きる 影 を 考え て み ま し ょ う 。 


顔 の 影 も ロー ポリ ゴン を イメ ー ジ し て 、 
面 を 意識 し まし ょ う 。 


複雑 な 下 か ら の ライ ティ ング も 
考え 方 は 同じ な の で 、 光 源 の 位 
置 と 面 の 向き を 意識 すれ ば 、 わ 
か りや すく な り ま す 。 
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COluImn 
お 約束 の 影 


光源 に よっ て は 実際 に で き な い 影 も 、 
イラ スト の お 約束 と し て 入れ る 影 が あ 
り ま す 。 

これ を 入れ る こと に より 、 リ アル より 
も も っ と も らし い 影 を 入れ る こと が で 
きま す 。 


スカ ー ト の 立体 影 


スカ ー ト の 落ち 影 


ーーーーーー ーー 生計 は 、、、  - 還 還 還 病 較 穫 詳 半 較 半 半 寺 " "ーー- ーー 


股 の 立体 影 


に デ 
ーーーー ニ ーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニー ビデ 


ニュ ーー テーー ニ ーー ニー ニーーー デ ーーー ニュ 


ヒザ の 下 に 影 を 入れ る バタ ー ン 
も 良い で し ょ う 。 


039 


基 
本 
絹 


LeSSOhS | 


な ジワ と 影 
Ce より 立体 的 な りこ 影 の 表現 


シワ を 描く 際 に も 、 た だ 線 を 描く だ け で な く 、 ひ と 手間 加え る だ け で (Yo ぃ し 立体 感 の 話 
グッ と 立体 感 の ある シワ を 描く こと が で きま す 。 シワ が どの よう な が 形状 に な っ て いる の か を し っ か り 
と 意識 し まし ょ う 。 


後ろ に 回 り 
込ん で いる 


シワ が 折り 込ま 


ma 


立体 感 の な い シ ワ 立体 感 の ある シワ 
体 の 回 り 込 み を 意識 し て いな い の で 、 ここ に 線 を 足す だ け で 、 回 り 込み を 表現 する 
直線 的 に な っ て いる こと が で きる 


シン ワ の ふく ら み に よっ て で きる 影 を 入れ る こと で 、 より 立体 
的 な 表現 に な り ま す 。 赤 い ラ イン で 切っ た 断面 を 見 て み ま 
し ょ う 。 シ ワ の ふく ら み の 下 に 影 が で きる の が わか り ま す 。 


ce 3 思 + ひ < 
の SS > 
4 " と 
影 に な る 部 分 
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Column 
シワ の 影 の 描き 方 
1 


ES ル 


生 


シワ の 山 と 谷 を 意識 し て 、 凹 ん で いる 谷 部 分 に 
落ち 影 を 入れ る 


デ 。 
編 


① の 立体 影 と 合わ せる 凹凸 を 意識 し て 、 立 体 影 を 削る シワ の 上 ふくらみ 部 分 に 影 が で きる 
の は [2 と 同じ で す が 、 シ ワ の 間隔 
が 広い と 、 影 に な ら な い 部 分 は 明 


る く な り ま す 。 


。 
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COlumn 
アニ メ の シワ 影 に 見 る 流行 


アニ メ や イラ スト に は 流行 が ある の を ご 存じ で 


すか ? わか りや すい 例 だ と 、 少 女 マ ン ガ は 70 90 ~- 000 年 代 
年 代 80 年 代 は 瞳 が キラ キラ し て いて まつ げ が 
細か い 影 其 


多く し っ か り 描 か れ て いま す が 、 ら 2000 年 以 
降 は 徐々 に シン プル な 印象 に 変わ っ て き て いま 
す 。 

この よう に 、 繧 本 の 流行 は よく 見 か け ま す が 、 
実は シワ や 影 の 塗り 方 に も 流行 は ある の で す 。 
それ ぞ れ の 年 代 の 特徴 を 見 て み ま し ょ う 。 


影 を 細か く 入 れ 、 影 の 中 に さ 
ら に 影 (2 影 ) を 入れ て いま 
す 。 

影 の フチ を 濃い 色 に し た り 、 
全体 的 に 細か い 印 象 で す 。 
ー ) また 、 色 味 も 鮮やか で 濃い 色 
用 な の が 特徴 で す 。 


N 


、 
いさ 


ーーーー ーー 


N い へ 


. ら 010 年 代 」 


シン プル 期 

影 は 極力 入れ ず に シン プル で す 。 顔 の 影 も 前 髪 の 落 
ち 影 程度 で ほとん ど 影 は 入っ て いま せん 。 

色 味 も 淡い 色合い な の が 特徴 で す 。 


8380 年代 ほど 細か い 影 で は 
あり ませ ん が 、 ら 010 年 
代 よ り 細 か い 影 が 入っ て い 
ファ ッ シ ョ ン の 流行 が 繰り 返す よう に 、 繧 の 流 る の が わか り ま す 。 
行 も 繰り 返し て いる こと が わか り ま す 。 

同じ アニ メ 制 作 会 社 の 作品 を 並べ て みる と 、 よ 
り わ か りや すい と 思い ます 。 

た と えば 京都 アニ メー ショ ン の 作品 で す と 
2000 年 代 初 め の 「 フ ル メ タル バニ ッ ク 』 と 
2010 年 の 「 け い お ん 」、 201 7 年 の 響け ユー 
フォ ニア ム 』 を 比べ て みて くだ さい 。 も ちろ ん 
統 柄 の 違い や 原作 の 絆 の 違い は あり ます が 、 お 
お よそ 当て は まる の で は な いで し ょ うか ? 一 一 
繧 柄 だ け で な く 、 シ ワ や 影 の 流行 に 目 を 向け て 
みて も 面白 いで すね 。 


細か い 影 期 が くる ? 


042 


面 - さ te】 に 


282 


人 物 を 描い た 所 か ら 始め て いき ます 。 見 本 の 写真 を よく 見 て 、 
まず は 大 き な 目 立つ シワ か ら 入 れ て いき まし ょ う 。 


り 大 き な シ ワ を 入れ る 
写真 


まず は 写真 を バッ と 見 た 
と き に 「 目 立つ シワ 」 を 
描き 入れ て いき ます 。 


落ち シワ 
ーーーー 引っ 張り シワ 
寄せ シワ 
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1 1 ョ グ プ 1 て っ 
ル ん ナチ リリ ソノ j ヒー 


則 が い シ ワ を 入れ る 條 本 な シワ を 削る 


き 
UEIQS 評 八 d は 沸 婦 ざき 居 


服 の 縫い 目 な ど 細 か い 部 分 を 
入れ る と リア リティ が 増す 


ふく らん で いる 腰部 分 の 実線 一 、 
を 削る と 、 く っ つい て いる 印 


象 に な る 
細か い シ ワ を その まま 入れ て し まう と 、 い か に も 写真 か 線 を 飛ば す 理 由 は くっ つい て いる 表現 以外 に 、 情 報 を 減 
ら 模 写 や トレ ー ス を し た よう に 見 えて し まい ます 。 らし て 一 つの 塊 に 見 せる と いう 理由 も あり ます 。 
シワ の 量 は 絵柄 や テイ スト に 合わ せ て 調整 し ます 。 スカ ー ト の プリ ー ツ を 一 つ ず つづ 描く と 独立 し て 見 えて し 
この 細か い シ ワ は 後 で 影 を 入れ る と き の 目 安 に も な る の まい ます が 、 線 を 削る こと で スカ ー ト と し て 認識 させ て 
で 、 細 か い シ ワ を 見 る クセ は つけ て お く と 良い で す 。 いま す 。 


シワ が 描け た ら 沙 ち 影 か ら 入 れ て いき ます 。 


科 た 時 2 入れ る 


まず は 落ち 影 や お 約束 の 影 (D.39) 
な ど わ か りや すい 影 を 入れ ます 。 
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人 pm 3 - 2 8 ン ゃ ー マ 
7 1 氷 言 な ハト 0 L な う 


シワ ②-A の 細か い シ ワ を 参考 に 入れ る と 自然 な 仕上 が り に な り ま す 。 


」 \ ! 一 ュ ポ お 
3 ニー ノ アマ UM オ | アデ テー 
まま ます も ず ” 和 。 う 


シワ が 足り な い 部 分 に 島 影 を 
追加 し ます 。 


さら に 立体 感 を 出す た め に 、 濃 い 影 を 
入れ ます 。 
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ベー ス や 影 に アレ ンジ を 加え る こと で 、 印 象 が 変わ り ま す 。 


ン ワ の 浅い 部 分 


物体 と の 離 が ある 部 分 一 


壮 紀 ひ SSS 愉 


に 
oo 


簡略 化し た 形 を イメ ー ジ し て 、 
ざっ くり と 立体 影 を 入れ る こと 
で 、 立 体 を 強調 させ て いま す 。 


5 シワ の 浅い 部 分 4 


W 物体 と 距離 が ある 部 分 
W 丸み の ある 部 分 
を ぼかす と 自然 に な り ま す 。 
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布 タ イプ 
・ 柔 ら か い 
・ や や フィ ッ ト し て いる 


ee 


特徴 | 
ビッ タリ し た サイ ズ 感 な の で 、 : 
引っ 張り ジワ が で きやすい 。 


THTTELELELLHTEIELIILELILLEHELHLLLTHHEELLEEEEETLLEEESHILGE は LIL は は は ミミ ミミ ミミ すす 


六 

本 

釣 を 張る こと で 、 構 方向 に 分 

で きる 引っ 張り シワ に 

や 

上 

腕 を 持ち 上 げ る こと で 、 肩 る 
部 分 に 力 が 加わ り 寄 せ シ ワ 


GS@! 馬 対 革 て いび) 河 評 次 


mw ーー デー ーーー ニ ーーーーー ニ ーーーーーーーーーーー マ ーーーー で ーーー デー 


体 を 反 ら す こと で 、 腰 部 
分 が 接点 に な り 、 そ こ か 
ら シ ワ が で きる 


胸部 分 が 接点 に な り 、 胸 か 
ら 下 に 落ち シワ が で きる 
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引っ 張り シワ に 影 が で きる 。 


立体 影 


胸 の 立体 影 十 落ち 影 
胸 の 立体 感 を 出す た め に は 重要 な 影 


シャ ツ の 落ち 影 


体 に フィ ッ ト し た 服 の シワ 
同じ T シ ャ ツ で も 体 に フィ ッ ト し て いる か 、 ゆ っ た り し て いる か で も シワ の で き 方 に 違い が あり ます 。 
p5 1 の ゆっ た り し た T シ ャ ツ の シワ と 比較 し て みて くだ さい 。 


SA 人 / 


腕 を 上 げ る こと で 、 服 が 上 方 向 に 引っ 張ら れる 腕 の 接点 の 方 向 に 軽く シワ が で き 腰 の 接点 に 向かっ て 、 胸 か ら の シワ と ワキ か ら 
の で 、 お 腹部 分 に は あま り シ ワ が で きま せん 。 ます 。 の シワ が で きま す 。 
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和男 


布 タ イプ 
・ 柔 ら か い 
・ ゆ っ た り し て いる 


まま ミネ ミミ ネネ ミネ ネト ミト トミ ミミ ミミ まま まま まま ネネ ミミ ミミ まま うま まま ミネ ミス まま まま まま まま まま まま まま 】 


・ * 
・ W 
W N 
W W 
・ 円 
W N 
W 
由 
由 


| ゆっ た り し た 服 は 、 布 が 
: 余っ て いる の で 、 力 が 加 


ESLEEEEEELLLLSESSLIESASSAASLLSSSSLLLLLSSSSLcLpLL に に に 4 


MOf 沸 SO は 通 / 


局 の 寄せ シワ か が か ら 、 一 イ 
下方 向 へ の 落ち シワ 
へ 変化 し て いる 


ナー 腰骨 と 腕 の 当たる 部 分 が 接点 に な り 、 
た る ん だ シワ に な っ て いる 


0S50 


RA 実線 だ と くど く な っ て し まう 部 分 に 
は 鳥 影 を 使う 
山 型 に な っ て いる の で 光源 の 逆 側 に 
影 を 入れ る こと で 、 シ ワ の 立体 感 が 
目立つ よう に な る 
ww 
ゆっ た り し た 服 の シワ 


ゆっ た り し た T シ ャ ツ の 場合 、 布 に 奈 裕 が ある 分 シワ が で き や す く な り ま す 。 
p49 の ピッ タリ し た T シ ャ ツ の シワ と 比較 し て みて くだ さい 。 


服 に 奈 裕 が ある の で 、 腕 を 上 げ る こと で 肩 か ら 腕 の 接点 に 向かっ て 細か い シ ワ が で きま す 。 ワキ か ら 懇 に か け て 引っ 張り シワ が で きる が 、 
た る ん だ シワ が で きま す 。 服 に 奈 裕 が ある 分 シワ も ふっ くら と し た 印象 に 
な り ま す 。 
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デ - シ ワ が で き に くく 、 女 性 と 異な 
り 胸 が な い の で 影 も 少な い 


寄せ シワ や シワ に 少し 入れ る 程度 


ピッ タリ め の T シ ャ ツ だ が 、 腕 を 上 げ る こ 体 に 接し て いる 背中 部 分 に は シワ が で き に 腕組み を する こと で 肩 の 部 分 に 力 が 加わ り 
と で 胸 の 部 分 に 寄せ シワ が で きる くい が 、 少 し ゆとり の ある お 用 周り に は 寄せ シワ が で きる 
引っ 張り シワ が で き て いる 


053 


ハ 本 ば 党 


と ざと パ づ さと 中 臣 潤 G ン 
いざ 守 立 綿 の と U 苦 。 ロ コロ U 毅 8 ゆ は せ 品 
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布 タ イプ 
・ 柔 ら か い 


・ ゆ っ た り し て いる 


ざ UT 癌 いけ は 語 


Se 。 


ーー ーー 


や 
| 


肩 と 左手 の 接点 同士 が 9| っ 張ら れ て で きる 引っ 張り シワ 
ビ ピッ タリ の 服 と シワ の で きる 場所 に 差 は 無い が 、 布 が 多 
い 分 、 明 訣 な シワ が で きる 


実線 だ と くど く な る 部 分 は 、 
影 で シワ を 表現 

影 を 入れ る こと で 、 人 拓 

面 の 違い を 出す 


に 3 
義 
N ーー 
wi 
ゆっ た り し た 服 の シワ 


女性 は バス ト と 服 の 接点 で シワ が で きま す が 、 男 性 の 場合 も 胸 筋 や 腕 の 筋肉 を 意識 する と 良い で し ょ う 。 


の か 寺 / ツ 


人 シン 


p51 の 女性 の ゆっ た り し た T シ ャ ツ と シワ の ゆっ た り し て いる の で 、 座 る と お 腹部 分 に シワ 腕 の 接点 に 向かっ て シワ が で きま す 。 腕 の 筋肉 


で き 方 は 同じ で す 。 が た まり ます 。 が ある た め 、 肢 組み し た 接点 と 、 肩 周り の 接点 
肩 か ら の 落ち シワ が 重力 で た る ん だ シワ に な り で 引っ 張り シワ が で き て いま す 。 
ます 。 
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Column 
体格 に よる シワ の で き 方 の 違い 


女性 の バス ト サ イ ズ 
胸 の サイ ズ 違 い に よ る シワ の で き 方 を 見 て み ま し ょ う 。 


胸 が 大 きく な る と 、 和 胸 の 接点 か ら 
落ち シワ が で きる 


さら に 大 きく な る と 、 胸 の プリ ン 
ト が 引っ 張ら れ 、 イ ラス ト も 引っ 
張ら れ た よう に 歪む 


胸 が 大 きく な る と 、 胸 で 服 が 持 
ち 上 げ ら れ 、 裾 が 持ち 上 が る 


小さ い サ イズ の 場合 、 引 っ か か る 部 分 が な い 
の で 、 サ ッ と 落ち シワ を 描く 程度 で OK 


056 


労 性 の 体格 
や せ 型 と マッ チョ 型 の 体格 違い に よる シワ の 
で き 方 を 見 て み ま し ょ う 。 


胸 筋 が 少し 出 て くる の で 、 一 -、 
そこ か ら の シワ を 意識 する 。 


中 肉 中 背 に な る と 、 首 回 り に 
引っ 張り シワ が で きる 


筋 内 の 立体 感 に 合わ せ 
て シワ と 影 を 入れ る 


や せ 型 の 場合 、 接 点 が 少な い の で 肩 周 り は ピッ タリ し て いる が 、 腰 回 り に は 
落ち シワ が 少し 入る 程度 奈 裕 が ある の で 、 シ ワ が た まる 


05/ 


布 タ イプ 

・ 薄手 
硬く ハ リ が ある 
・ 伸縮 性 が な い 


fm 
部 分 に よっ て 生地 の 素材 が 変 


HHHTIIILLLEGSLLLLSIILLGAASALALAIILLLSLLASLLLLLLSESSLLLLSLS た は 


肩 か ら 袖 口 へ 
引 つ 張ら れる 
の の 
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eo 
(otw し プリ ー ツ スカ ー ト の 形状 に の 


7 

[1 ま 1 

後 1 

6 8 

く よ 

由 り 

プリ ー ツ スカ ー ト は さま ざま な 分 有 
形状 が あり ます が 、 制 服 の スカ ー 人 
ト で 最も よく 見 られ る も の は ヒ 加 え の 
ダ を 上 方向 に 折り 込ん で いく 「 サ 前 す 秋 
イ ド プ リー ツ 」 の な S り 


プリ ー ツ は 折り た た まれ / 
た 形状 な の で 、 rpas // 
れる 裏側 を 意識 し て 影 を 
入れ る 


ノー 脚 と 接し て いな い 、 
へ こん で いる 部 分 に 
早 が で きる 


| 
床 に つい て いる 部 分 
059 


TI ミス ミミ トミ ミミ ミス ミミ ミス ミミ ミミ ミミ ミミ トミ まま まま まま まま まま えま まま ミミ ミミ スミ ミミ ミミ まま まま まま まま まま まま 


特徴 | 
夏服 と 異な り 、 ど の 部 分 も 同 


| じ 素 材 で で き て いる 。 1 


* 
四 
HHHHLLELEESEEESASAJLSSASSSSSASLLLLLSSLLLSLLLLLSS2SSSL2LLLSSSS 


流れ 


2 プ < 


ーー e 。 空気 
eo oe 9 る さ 
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多 の 接点 に | つば られ 、 胸 の 
形 に 沿っ て シワ が で きる 


腕 の 動き と シワ の 関係 


腕組み は ヒジ の 接点 と 手 が 当 た る 部 分 に 注意 ヒジ の シワ の 変化 に 注目 ! 腕組み より 緩やか 
な シワ が で き て いる 


腕 を 後ろ に 持っ て 行く こと で 、 
シワ に 八 り が で きる 


光源 と 反対 な の で 
影 が で きる 


膨らみ の 下 に 影 が で きる 


G 庫 誰 O! 疹 


胸 の 接点 おら の 


06 1 


Ne アー 
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布 タ イプ 
半袖 ブラ ウス 
・ 柔らか い 
・ 八 リ が ある 


プリ ー ツ スカ ー ト 
・ 薄手 

・ 軽 め 

・ ハリ が ある 


IHSTSSEI は スミ ネネ ミネ ト ミス トミ ミミ ミミ まま まま まま ネネ ミネ ミミ ミミ ネト ミミ まま まま まま まま まま まま まま まま 
W 


: ブラ ウス と スカ ー ト ど ち | 
: ら も 八 り が ある 素材 だ : 
が 、 ブ ラウ ス の 方 が 接点 : 
: が 多い の で スカ ー ト より : 
シワ が 多く な る 。 「 


HHHHHEEHLLLHSESLIELE は は EELLLL は ES まま 3 は 3313 まま ELLESSEEELI ま まま も まま ます] 


ここ まで 紀 い つけ られ て いる の で 
その 下がら 必 く らむ 


ふく らむ 部 分 の 高 さ 
を そろ える 


リー に Tr 
(も 
\ \ 
\ 


\ oN 
SNY 


に 
| 
ニニ ーー 一 
ず 


/ 」 | 


ハリ は ある が 柔らか い 素 材 
な の で 、 テ ンション は 少し 
め に する と 柔らか い 印 勿 
に な る 


床 に 座っ た と き の プ リー ツ ス カー ト 


脚 の つけ 根部 分 の シワ の 違い に 注目 し て み ま し ょ う 。 


ヒザ を 曲げ る ヒザ を 伸ばす 


063 


064 


ミミ ミネ ネネ よ まま まま まま まま まま ミミ ミネ ミミ ネト ミミ まま ます まま まま まま まま ミミ ミミ まま ミネ ネネ ネネ ネネ ミミ まま ミミ まま まま まま まま 】 
f 


「 ス カート の 形状 は 夏服 と 同じ | 
| だ が 、 冬 物 な の で や や 厚手 の 


エニ ミミ ミネ ネネ ミミ まま あま LSD 


八 リ が ある 厚手 の 素材 な の で 、 
大 きぐ く 直線 的 な シワ が で きる 


と 
ンク 


八 リ が ある 素材 は 目 然 な 
落ち シワ が で き に くい 


バッ グ と シワ の 関係 
バッ グ を 持つ こと で 、 服 と の 接点 が 増え その 分 シワ も で 
きき やす く な り ま す 。 


貞 の 立体 影 


落ち 影 と 立体 影 の の つの 組み 合わ せ 


すす を も 41 すす 4 


了 _ きき | 還 
開 : 較 。 


リュ ッ ク で 押し 上 げ ら れ 、 腰 まわ り に 寄せ 
シワ が で き て いま す 。 


1 


EE TEE ETT 11 


065 


| 特徴 | 
|: ブレ ザー より も 厚手 で し っ か | 
: り し た ハリ の ある 素材 。 
| クセ シワ が つき に くい の が 特 : 


テ 
四 
に た エネ ネネ ネネ エネ ネネ ネエ オオ オミ ネネ ミミ ミネ ネエ ミミ ミミ ミネ オネエ ネネ エミ オミ ミミ ネネ ミエ エミ ミミ ネネ スミ エエ ミネ ミミ ミミ ネネ ミミ まま 


066 


影 を 波 型 に する こと 
で 、 少 し だ け ク セ シ ワ 
が 残っ て いる 表現 に し 
て いる 凹み 部 分 に 影 が 
で き て いる 


し っ か り と し た 硬い 素材 な の で 、 ヒジ の クセ シワ が 少し だ け 残 っ て いて 、 肩 か ら 
接点 が あっ て も シワ が で き に くい の 引っ 張り シワ と 組み 合わ さっ て いる 


硬く て 八 り の ある 服 は 
曲げ た と ころ に シワ が 多く で きる 


厚手 の 生地 な の で 、 大 きい 
シワ が で き て いる 。 


シワ が で き て いな 
いと ころ に は 島 影 
も 入れ な い 


ン と は ざ 
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布 タ イプ 
・ 硬め 
・ ハ ハリ が ある 
・ 重 め 


ココ ネト ミト ミミ ネネ ミ ま まま まま ミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミネ ミ よ まま まま まま ま ミミ ミミ ミミ ミミ ミネ ミ ミミ まま ミミ ミスミ まま すま 


ポケ ッ ト に 入れ た 手 が 接 点 に な っ て いる 


N 、 
ヒザ か ら 引 っ 張ら れ ソ 


た シワ 


力 
つぶ され て 寄せ 


シン ワ が で きる ー-、 
PA 
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LessonsO4 


LessonsO5 


LessonsOG 
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届い 人 尾 基 


NN い dej: 1 


腕 の 落ち シワ 


| 
| 人 
が 
| 
シワ の 立体 影 、 


光源 の 位置 が 高い の で 
中 元 に 影 が で きる 


力 が 加わ り 裾 
が 持ち 上 が っ 
て シワ に な る 光 滞 と 逆 側 に で きる 影 


走 つ た と き に 
で きる シワ 


複 な 形 の 影 も 、 
バラ バラ に 考え 
る こと で 形 が 見 
えて くる 


走っ た 勢い で 布 が 上 に 上 が る た め 、 ひ る が えっ た り 
上 方 向 へ の シワ が で きやすい 
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布 タ イプ 
Y シ ャ ツ 

・ 柔 ら か い 
・ 人 ハリ が ある 


ポケ ッ ト に 入れ た 手 が 
接点 に な っ て いる 


足 を 上 げ る こと で ヒザ 
部 分 に 折り 込ま れる 形 
の シワ が で き て いる 


の 加 は り ざ 硬 び 還 状 9 人 GS の 上 び 古湯 間 斉 当 
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(や ouwb/ Y シ ャ ツ の 影 は ひし 形 ? 


Y シ ャ ツ の よう に 硬く て 伸縮 性 の な い 素 材 の 場合 、 テ ンション が 強い 
シワ が で きま す 。 影 の 形 も テン ショ ン の 強い ひし 形 や 三角 で 構成 する 
と 「 ら し く 」 な り ま す 。 


光源 の 反対 側 に 大 き な 影 が 


入る が 、 
の で は な く 、 フ チ の 影 を 削 
る と リア リティ が 増す 


に か に 4 さり らい 


等 fi 可 ロ ー| . 旭 放 mS で て 圧 さ す ざ 


全体 に 影 を 入れ る 


シャ ツ 出 し と シャ ツイ ン の 違い 
シャ ツ を 出し て いる と き と 、 入 れ て いる と き の 違 い を 見 て み ま し ょ う 。 
シャ ツ 出 し ャ ツイ ン 


WV? 


の I 叶 内 は り ざ 人 は 漠 す ざ 
hg こい に こい だ ふい 


ば 州民 石頭 。 


〇 
こ ! 
ー よ 


ブレ ザー 

・ 硬め 

・ ハ リ が ある 

・ 重 め 線画 
| 特徴 | 

学 ラ ン と 同様 に 硬め で ハリ が あ | 


上 方 向 に 引 | っ ぱっ て いる の で 、 
少し 寄せ シワ が で き て いる 
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司 つ 灰 で き GM 飼 や 
民生 二 全 ⑯GM" 舞 全員 眉 ロ ハロ い 合 じ IG 
ね む じ ハ 届 合い じ 抽 NG 


層 Q ロ 似 リ つ つ NG 時 ( 医 ) 仙 者 
世 | 公 むし 血 や お ハ 届 合羽 IO 


oe 手 を つい て 座っ た と き の シ ワ 


光源 と 逆 側 に 入る 影 


実線 の シワ が 入ら な い 部 
も 、 バ ラン ス を 見 な 
が ら 己 影 を 入れ る 


に 


分 
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制服 ポー ズ い ろ い ろ 1 


ポー ズ に よっ て 、 シ ワ の で き 方 は さま ざま で す 。 
シワ の 参考 に し て みて くだ さい 。 
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|OL 服 布 タ イブ 
ブラ ウス を 
・ 柔らか い ・ 軽 め 


制服 
・ 硬 い ・ 八 リ が ある 


た ネネ ネネ ミミ ミエ ミミ ミネ スミ ネネ ミミ ミミ ミネ よ ミ よ まま まま ミネ ミミ ミミ ミミ ミコ ミオ ネネ ミ ミネ ミミ ミネ ミミ ミミ まま ミミ ネネ ミミ まま えま 】 
mW 


| 特徴 | 
: 柔らか な ブラ ウス と 、 ハ リ の あ 
: る 制服 の 素材 感 の 違い に 注意 。 


ボ 
ネエ ネネ ネネ エネ ネネ ネネ ネネ ネス ミネ ネネ ミミ ネネ ネネ ネネ ネネ ミネ ネネ ネス ミネ ネネ ネネ スネ ネネ ネネ ネス ネネ スネ ネス ネネ ミミ ミネ ネネ ネネ ミネ ネネ 


いざ UI 山里 < 


お 尻 の ライ ン に 沿っ て 
落ち シワ が で きる 


076 


スカ ー ト を 横 か ら 見 た 簡略 図 


ょ ン 


シワ の 流れ 


ーー 


胸 に 押さ れ て で きる 寄せ シワ と ワキ か ら の 
引っ 張り シワ の 組み 合わ せ 


を ーー 


s の 人 は 玩 古 団 の ひど パン 可 応 コ 


か が ん だ と き に 
で きる シワ 


一 


お 尻 の 接点 か ら の 引っ 張り シワ と 
腰 を 曲げ た と き の 寄 せ シ ワ 


太もも の 接点 に 向かっ て 
で きる 引っ 張り シワ 


07/ 


イス に 座っ た と き の シ ワ 


大 胸 筋 の 立体 時 


ヒジ の 接点 か ら で き 
引 | る 引っ 張り シワ 。 編 
4 『 
り 
コア 
ワ 
の 
役 
/ 
! | 
」 / 
- 体 の ライ ン を 章 識 する 


ポ ボタン が 引っ 張ら れ て で きる シワ 


1 


グー E 
寺 SWK ニ っ 右 肩 が 下がる の で 、 視 | 


た わん だ シワ が で きる 
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布 タ イプ 


ベス ト 
・ 柔らかい 
・ 八 リ が ある 
| 特徴 | 


、 ベス ト は ソ デ が な い の で 、 接 点 
: が 少な く シ ワ が で き に くい 。 


ミミ エミ すま エエ ミミ ミミ ミネ まま まま まま ミネ まま まま ミミ コネ ミ ミミ トミ ミミ ミミ ミミ ミミ まま まま まま ミコ まま すま まま ミコ ミミ ミミ ま ます まま すす 


腕 の シワ は ヒジ を 曲げ た と 
ざき に で きる 寄せ シワ が 中 心 


の 内 向 はり ざ 
ri 避 聞 び は せ サコ 


eiT40 に に 


ン / 袖 を まく っ た と き に で きる シワ は シワ の 形 の 
バタ ー ン (p20) を 参考 に し て みよ う 
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本 書 の 使い 方 


本 書 で は 立体 感 の ある シワ と 影 の 描き 方 を 解説 し た 書籍 で す 。 
人 物 は 描け り る けど 、 シ ワ の 入れ 方 が わか ら な い 、 実 物 や 写真 を 参考 に する と シワ だ ら け に な っ て し まう … な どの 悩み を 解決 す 


how to use this book?2 


る た め の ヒ ント が た くさ ん 詰まっ て いま す 。 


シワ の 描き 方 (入れ 方 ) を メイ ン と し て 、 さ ら に 影 で シワ や 人 物 の 立体 感 を 出す 方 法 を 解説 し て いま す 。 


本書 の 構成 
第 1 章 基本 編 


シワ の 種類 や 、 で きる 場所 、 パ ター ン な どの シワ の 基本 と 、 


影 を 使っ た 立体 感 の 出し 方 な ど を 解説 し て いま す 。 


第 どら 草 実例 編 


写 真 か の ら イ ラス ト を 起こ す 際 の シワ の 入れ 方 、 影 の 入れ 方 
を 服 の 種類 ご と に 実例 を 紹介 し て いま す 。 


シワ の コツ や 影 の コツ を 解説 し ます 。 


ここ で は ほん の 少し だ け シ ワ の 量 を 
多め に 描い て いま す 。 自 分 の イラ ス 
ト に 応用 する 際 は も う 少 し 省略 し て 
描い て も OK で す 。 

また 、 イ ラス ト に し た と き に 「 も っ と 
も らし く 見 える 影 ] を 意識 し て 影 を 入 
れ て いま す 。 ウ ソン 影 ※ や お 約束 の 影 
(p.39) な ど を 使っ て イラ スト な ら で 


まず は シワ と 影 の 
基本 を 知る う 実例 か ら パ ター ン や 


コツ を 読み 解 こ う ! 


第 3 草 実践 編 


1 章 と ら 草 の 内 容 を 踏ま えて 実際 に シワ や 影 を 入れ る 練習 
を し て み ま し ょ よう 。 


練習 用 に シワ の な い イ ラス ト を 掲載 し て いる の で 、 実際 に は の 演出 も 活用 し まし ょ う 。 
描 いて 練習 し て みて くだ さい 。 
H 
9 
4 / 内 
\ 実際 に 描き な が ら 出生 
5 バタ ー ン を 覚え よう ! 実際 は 影 の で き な い 場 所 で も 、 立 体感 を 表 
6 現す る た め に 入れ る 影 の こと を 本 書 で は 


に 
ee 


「 ウ ソン 影 」 と し て いま す 。 


の 人 H 内 は 寺 音 日 寺 9 惨 記 9③ 党 ルー ええ 9 判 の 


ネクタイ と シワ 


シャ ツ と ネクタイ が 引っ 
張ら れ て で きる シワ 


` ポケ ッ ト の 心 く ら み は 下 の 
面 に 影 が で きる 


ネクタイ だ け 引 っ 張る の で 
シワ は あま り で き な い 
欄 は 一 緒 に 引っ 張ら れる 
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っ 張ら れる 


狗 の 方 向 に シワ が 3 引 


布 タ イプ 
柔らか い 
・ 軽 や か な 素材 


フリ ル の シワ は 、 ス カー ト の 広がり に 一 


沿っ て 入れ る と 自然 に な る 


oe メイ ド 服 の 構造 


8 ! 
フチ を 円 く 抜い て 反射 光 を 


OW/ 入れ 、 立体 感 を 出す 


すべ て 実線 に する と 、 く どく 
島 影 で 情報 量 を 調 


な る の で 、 
撃 す る 
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布 タ イプ 
エプロ ン 
・ 人 ハリ が ある 


スコ ミミ ミミ ネネ ネネ ミミ ミミ ネネ ミス ミス ミミ ネネ ネネ ミス スス SRAAAAAAAAAAAAASASAALLLLL22LLLLLL も 4 


| 特徴 | 
| 接点 に よっ て シワ の 量 が 変わ る 。 


ーー 


胸 の 形 に 沿っ て や や 丸み の シワ を 入れ る 


筋肉 質 や 太っ て いる 場合 は 腕 の 太 さ (丸み ) を 意識 し て 
曲線 的 な シワ を 入れ る 
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届 
/ ハ 
さこ) 
ハ 
口 
h 
H 


胸 の 立体 叉 


エプロ ン を ピッ タリ と つけ る の で 、 


引っ 張り シワ が で きる 


(し ー 


左 石 ! 


HGー 昌 刀 耳 
ハ 届 生じ 補 N9 


り む の に 人 09 堪 ボ ロ 衣 人 り 志 NG 


っ 
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隔 回 い ふつ つつ だ ハ 紀 で し M“ 
HhN ロ ハロ や NG ハ 員 6 栓 了 本 中 じ 選 紅 っ 


ーーー 


制服 ボー ズ い ろ い ろ 2 


086 


- 和 き \ 和 、 電 。 W k さ N 
Jam 5 N 
に NM ゝ い WM ' 和 


トー 
CO 
〇 


N 
ふる 
叫 “ 


・ 八 リ が ある 


了 散 っ 直 弄 G リ モト トー て ばり U ロ * 
ウツ ( 員 応 生じ 恥 和 を 要 っ 


ワ が で き や 


密着 し て いる の で シ 


入 旗 G 静 避 ね D リ ハロ 会 じ 抽 I9 
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Sv 


し 


わ 


Li 


再 品 人 は 


が 
し 


の さと 村 電 


- 引 っ 張り シワ で で きた ふくらみ 
部 分 は 明る くし て いる 。 こ れ は 
全体 を に する と の っ べり し て 
し まう の で 、 部 分 的 に 明る くし 
て 立体 感 を 出し て いる 


谷 せ シワ が で き て いる 


石 定 で 少し 持ち 上 げ る た め 、 


足 の つけ 根 に 寄 せ 
ジワ が で きる 


足 の 動き と タイ ト な 服 の シワ 


は ざ び 呈 縛 S 暑 


9 具 誠 泊 は き 光 の 引 ③ ニ ニ 


の ハ 
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布 タ イプ 
・ 柔らか い 


ミネ ネネ スネ ネネ ネネ ホネ ネネ スネ ああ あえ SMMSLLSSSS2LLLSLSLSALLSSSSSSSSSSLSLLLLSLSSSSSL4 


W き 
・ ピ 
ピロ 
ー ロ 
ボ 
ボ ゃ 
N き 

由 


| 柔らか い 素材 な の で 、 通 常 は 落 
| ち シ ワ が で きる 程度 。 | 


モネ エエ エエ ネネ よ ミミ ミミ ネエ ミミ ミミ ミオ ミネ ミミ ミネ ネネ ミエ ミミ ミネ まま ミエ よ ミミ ミネ ミオ オミ ミネ ミミ ミミ ネネ ミミ ミミ まま まま まま ます 


ば 喘 U 弄 US は 豆 古 殆 癌 9 衣 


Sm mr mw 


引っ 張る 部 分 に 少し た わん だ 
シワ を 入れ る と 自然 な 印 氏 に 
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し ゃ が ん だ と き の ス カー ト の 動き 


少し だ け 落 ち 影 を 入れ る こと 
で 、 ゆ っ た り し た 印象 に な る 


スカ ー ト の 内 側 は 影 に な る 


須 か ら ス カー ト の 裾 に 向け て 
落ち シワ が で きる 


スカ ー ト の 裾 の 落ち 影 


腰 を 曲げ た 所 に 折り た た まれ た シワ が で きる 。 
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布 タ イプ 
ギャ ザー スカ ー ト 
・ 柔らか い 


半袖 ブラ ウス 
・ 柔 ら か い ・ 軽 め 


ネネ ネト ネネ ネネ スミ ミミ ネネ ミミ ミミ ミネ ネ ミネ ミミ ミミ ミネ ネネ ミミ ネネ ネネ ミ スミ ネネ ミネ ミ ミミ ミミ ミミ まま まえ まま ミネ ミミ ミミ ミミ ネ ミミ ミネ まま 】 
則 
二 


ウエ スト 部 分 は ギャ ザー に 沿っ 
: て シワ が で きる 。 


ロ 
ネオ エネ スネ ミネ ネネ スネ ネネ ネネ ネネ スネ ネネ ネネ ミミ ええ ネス ネス スネ まま るる る あえ も も LLSuLLMMLLLSLAMLLLLLSuLu 


ュ 
W 
あべ 


ピーン ギャ ザー か ら の 落ち シワ が 引っ 
張ら れ て 、 た わん だ シワ に な る 


ーー 


mm 
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胸 の 上 に ある 切り 返し か ら 胸 の 接点 
へ 引っ 張り シワ が で きる 
胸 の 形 を 意識 する と 良い 


肩 の 縫い 目 の シ ワ と 、 肩 
の 接点 か ら の 落ち シワ の 
違い に 注目 


ギャ ザー に は 細か が かい 
影 を 入れ る 


ギャ ザー が 多い デザ イン な の で 、 シ ワ が 多く な る 。 


屈 ん だ と き の ス カー ト の シワ 


ーー 


引っ 張り で 折れ て いる 
面 に 影 が で きる 


腰 の ギャ ザー か ら 落 ち シ ワ が で きる 


手 で 押さ えた ヒザ に [た め 」 を 


作る と リア リティ が 出る 。 
ゴーーーーーー 屈 ん だ こと で 、 ス カー ト の 前 が 下がる 
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布 タ イプ 
・ 柔 ら か い 
・ ハ リ が ある 


に た ネネ ネネ ネネ ネネ エミ ミミ ネネ ミミ ミミ ネネ ミミ ミネ ミネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ミミ ネネ ネネ ネネ ミネ ミネ ミミ ネネ ネネ ネネ ネネ ネス ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネス ま 


| 特徴 
: 通常 で は 落ち シワ が で きる 程度 だ 
: が 、 ス カー ト を 持ち 上 げ る こと で 、 
| 接点 が 多く な り シ ワ も 多く で きる 。 


手 の 接 点 か ら 下 方向 に 落ち シワ が で きる 


持ち 上 げた と き に 引っ 張 
られ る 場所 を 、 し っ か が かり 
意識 し よう 。 


094 


の ル 人 
さり や 
34 oe 徐 ら か い ス カー ト の シワ 


シワ の 形 に 合わ せ て 細か く 影 を 入れ る 


脚 の ライ ン に 注意 


の づ う 当 は り ざ で 可 で 回 
向 八 屋 音 きせ ⑧ 震 消 と さび: 激 


ヒザ 方 向 に シワ が で きる 
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布 タ イプ 
チュ ー ル スカ ー ト 
・ 和 柔らかい ・ 薄 い ・ 軽 い 


ノー スズ リーブ 
・ 八 リ が ある 


エネ ネネ ミス ネネ ミ ネネ ネ ミ ネネ ネネ ミネ ミネ ミミ ネネ ミミ ネス ミミ ネネ ミミ ネス ネネ ミミ トミ ネネ まま よ まま ミネ ネネ ミネ ネネ ミネ ミネ ミネ ネネ ネ ミミ ミネ ミネ ミネ ミミ まま まま ミミ ネネ ネネ ネネ スネ ネネ ネネ ネネ ミミ ミネ ミ まま まま ネネ ミミ ミミ ミネ ミミ スミ: 


: チュール スカ ー ト の プリーツ は ウエ スト 近く は 均等 
| で 、 裾 に いく ほど プリ ー ツ が 広がり ゆる や か に な る 。 


キミ ネネ ネス ネネ ネネ ネネ ネネ スネ ま まあ まま ああ る も 2438LSSMLLSLLLLLSLSSLSLLLSSSLLSLSLLLSSLSSLSLSSLLLLSSSLSDLLLLLLLLSSSSLSLSSLSLSSLb も 4 


接点 が 少な く シ ワ が 少な い 分 、 膝 な ど 
の 目立つ シワ は し っ か り 入 れる 


ポ 
デ 
イ 
ラ 
イ 
ン 
に 
沿 
つ 
た 
プ 
リ 
| 
ツ 
を 
入 
れ 
る 


096 か し RE 


スカ ー ト の プリ ー ツ の シワ 


ご て 貼 殿 溢 旭 ミ ーー い 
テー サ > デ ー ロ 四 


腕 の 立体 感 を 島 影 で 


床 に 接地 する 部 分 は た まり シワ が で きる 


カー ディ ガン の 杏 側 は 


大 きく 影 を 入れ る 
ワキ や 肩 な ど 接点 が _ 人 共 


少な い の で シワ が で 
き に くい 


ブリ ー ツ の 奥 側 に 
影 を 入れ る 


体 の 動き に 合わ せ て 、 
波 型 の シワ が で きる 


布 タ イプ 


・ 八 リ が ある 
| しっかり し た 生地 な の で 、 目 立 
| つ ゞ * で で キ に : 朱 フ ィ ッ シュ テー ルス カー ト と は 、 ス カー ト の 
| つ シ フ が で き に くい 。 丈 が 前 後 で 異な る 長 さ の スカ ー ト の こと 


/ 


De た に つこ いり に + | 


斜線 を 使い 、 柔 ら か い 
シワ を 表現 


スカ ー ト の 動き (流れ ) に 
沿っ て シワ を 入れ る 
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ロン グ ス カ ー ト の 動き 加 


4 
で 


た まり シワ の 立体 影 


や い , 


け シワ に そっ て 影 を 入れ る と 、 
ーー* の シワ の 立体 感 が 増す 
人 W 必 
“ 


ロン グ ス カ ー ト は 少し の 動 
き で も 動き が で きる 。 流れ 
に 沿っ て シワ を 入れ る 


反射 光 で 立体 的 に 


プリ ー ツ が な い の で 、 
シワ が あま り で き な い 


099 


人 NM 
め 


/ プ 


100 


ギャ ザー か ら 細 か い シ ワ が で き 、 落 ち シ ワ に な る 


NERN 


スカ ー ト の 流れ に 合 わせ 
て シワ を 入れ る 


